


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 dω 1 d：τ
（34）
（35）
次に長期均衡成長における工業
dt
（36）
（37）
（38）
（39）
ω dt
（40）
　　　　　　　1窟一支讐一三．d蓋・　（41）
であるから，
　　　　　　　二念一〔1≒一＋ε］一ε「｝σ　　（42）
そこで技術進歩がある場合，賃銀率の上昇率は，技術進歩率と所得分配率との比にひとし
い。技術進歩がなければ明らかに賃銀率の上昇率は明らかに零である。資本利潤率につい
ては，（9）式より
　　　　　　　∂X　　　　　σ・X
　　　　　　　∂K＝K＝「　　　　　　（43）
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　　　　　　・一　長　　　　　　　　　　　　　（44）
　　　　　　　　　　τ
㈹式の分母は資本係数であり，これは長期均衡では，㈲式で示されるから
　　　　　　・一・［　　十ε1一σ］＋η
となる。カッコの中はハロッド的自然成長率に相当する。以上われわれはヨルゲンソンモデ
ルによる二重経済の長期均衡成長を考察した。二重経済の成立には農業技術の進歩が重要
な主役を演じ，人口成長率もまた主要な脇役を演ずることを知った。しかしひとたび二重
経済の成立した以後の発展経路においては工業技術の進歩率がその主役を激つぐ。
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